
  
信
時
潔
旧
蔵
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
の
来
歴
と
修
復
の

概
要 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

信
時 

裕
子 

（
東
京
音
楽
大
学
付
属
図
書
館
司
書
・ 

日
本
音
楽
学
会
会
員
） 

 

ご
縁
あ
っ
て
慶
應
義
塾
横
浜
初
等
部
に
、
祖
父
・

信
時
潔
旧
蔵
の
ピ
ア
ノ
と
オ
ル
ガ
ン
が
寄
贈
さ
れ
、

修
復
の
後
ご
活
用
い
た
だ
く
運
び
と
な
っ
た
。
ご
尽

力
下
さ
っ
た
皆
様
に
、
遺
族
の
一
人
と
し
て
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。 

 

作
曲
家
・
信
時
潔
と
聞
い
て
、
直
ぐ
に
わ
か
る
方

は
、
今
や
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
慶
應
義

塾
で
は
「
見
よ
風
に
鳴
る
」
で
始
ま
る
「
塾
歌
」
の

作
曲
者
と
い
え
ば
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。 

 作
曲
家
・
信
時
潔
略
歴 

明
治
二
○
年
、
大
阪
生
ま
れ
。
父
は
大
阪
北
教
会

の
牧
師
だ
っ
た
。
幼
少
期
よ
り
教
会
音
楽
に
親
し
む
。

東
京
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
）

本
科
器
楽
部
で
チ
ェ
ロ
を
専
攻
。
の
ち
作
曲
部
に
進

む
。
研
究
科
修
了
後
、
母
校
で
教
鞭
を
と
る
。
大
正

九
年
か
ら
二
年
間
ド
イ
ツ
留
学
。
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ

ー
マ
ン
に
作
曲
を
学
ぶ
。
帰
国
後
、
教
授
と
な
る
。

母
校
で
合
唱
曲
「
あ
か
が
り
」「
深
山
に
は
」
な
ど

が
初
演
さ
れ
た
。
昭
和
初
期
の
文
部
省
唱
歌
の
編
纂

に
携
わ
り
「
一
番
星
み
つ
け
た
」
「
電
車
ご
っ
こ
」

な
ど
を
作
曲
。
管
絃
楽
部
で
は
主
席
チ
ェ
ロ
奏
者
を

務
め
た
。
本
科
作
曲
部
の
創
設
に
尽
力
。
昭
和
七
年
、

教
授
を
辞
し
て
講
師
と
な
り
、
以
後
は
作
曲
に
力
を

注
ぎ
、
歌
曲
「
鶯
の
卵
よ
り
」「
沙
羅
」、
ピ
ア
ノ
曲

「
木
の
葉
集
」
、
合
唱
曲
「
紀
の
国
の
歌
」
な
ど
を

発
表
。
昭
和
十
二
年
、「
海
ゆ
か
ば
」、
十
五
年
、
交

声
曲
「
海
道
東
征
」
を
作
曲
。
作
曲
の
円
熟
期
が
、

戦
時
期
に
重
な
っ
た
こ
と
は
、
昭
和
末
年
ま
で
、
作

曲
家
の
評
価
、
作
品
の
評
価
に
、
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。 

戦
後
は
、
歌
曲
「
古
歌
二
十
五
首
」
、
新
憲
法
施

行
記
念
国
民
歌
「
わ
れ
ら
の
日
本
」
な
ど
を
作
曲
。

主
要
作
品
を
収
め
た
信
時
潔
『
独
唱
曲
集
』
『
合
唱

曲
集
』『
ピ
ア
ノ
曲
集
』（
春
秋
社
刊
）
が
出
版
さ
れ

た
。 多

く
の
校
歌
・
社
歌
・
団
体
歌
の
作
曲
依
頼
を
受

け
、
そ
の
数
は
千
曲
以
上
に
の
ぼ
る
。 

日
本
芸
術
院
会
員
。
三
十
八
年
、
文
化
功
労
者
。

三
十
九
年
、
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
叙
勲
。
四
〇
年
、

東
京
・
国
分
寺
市
で
死
去
。 

 信
時
潔
が
弾
い
た
ピ
ア
ノ 

 

ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
い
る
か
な
り
晩
年
の
写
真

が
残
っ
て
い
た
。
奥
の
雨
戸
が
閉
ま
っ
て
い
る
。
大
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正
末
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
床
は
畳
敷
き
。

裸
電
球
。
ピ
ア
ノ
の
上
は
楽
譜
が
山
積
み
で
あ
る
。

「
う
ま
い
」
と
言
え
る
腕
前
で
は
な
か
っ
た
が
、
弾

く
こ
と
は
好
き
だ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
の
背
側
に
あ
る
ガ

ラ
ス
戸
棚
に
は
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
入
手
し
た
楽
譜

が
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
楽

譜
を
取
り
出
し
て
は
、
片
端
か
ら
ー
ー
管
弦
楽
で
も

オ
ペ
ラ
で
も
ー
ー
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
い
た
。
写
真
は
、

お
そ
ら
く
カ
メ
ラ
マ
ン
の
要
請
で
、
作
曲
を
し
て
い

る
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
鍵
盤
の
間

に
置
か
れ
た
消
し
ゴ
ム
が
、
い
つ
も
そ
う
し
て
い
た

感
じ
を
醸
し
出
す
。 

 
 

[

写
真
略] 

 

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ 

 

以
下
、
ピ
ア
ノ
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
、
今
回

修
復
を
担
当
さ
れ
た
太
田
垣
至
氏
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
で
、
「
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト 

グ
ラ
ン
ド 

ス
ト
リ
ン

グ 

フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
型
に

近
い
鉄
骨
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
楽
器
の
サ
イ
ズ
も

大
き
く
、
平
均
的
な
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
二
百

五
十
キ
ロ
前
後
な
の
に
対
し
て
、
約
三
百
四
十
キ
ロ

あ
る
。
更
に
、
弦
を
押
さ
え
る
「
カ
ポ
ダ
ス
ト
ロ
バ

ー
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
鍵
盤
の
蓋
に

STEIN
W

AY 
&

 
SO

N
S 

と

並

列

し

て

Sherm
an.Clay&

co.

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な

ど
の
特
徴
か
ら
、M

odel-I(

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
製)

と

い
う
型
番
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
・

ク
レ
イ
社
は
、
一
八
五
三
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
ま
で
存
続
し
た
由
緒
あ

る
楽
器
店
で
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
代
理
店
で
も
あ

っ
た
。 

こ
の
ピ
ア
ノ
を
入
手
し
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
六

月
。
ち
ょ
う
ど
塾
歌
を
作
曲
・
推
敲
し
て
い
た
頃
で

あ
る
。
清
野
主
（
き
よ
の
・
つ
か
さ
）
氏
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
、
中
古
品
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
『
米
国
日
系
人
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
清
野
氏

は
、
ア
ラ
バ
マ
州
で
ツ
バ
キ
・
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
栽
培

に
成
功
し
た
。
個
人
的
に
ど
ん
な
繋
が
り
が
あ
っ
た

の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
清
野
氏
は
大
阪
で
幼
少
期
を

過
ご
し
た
ら
し
い
。
今
回
の
調
査
で
、
鉄
骨
フ
レ
ー

ム
の
製
造
番
号
か
ら
一
九
〇
五(

明
治
三
十
八)

年

製
で
あ
る
こ
と
が
特
定
で
き
た
。
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ク

レ
イ
社
関
係
の
楽
器
店
で
販
売
さ
れ
、
製
造
か
ら
三

十
年
以
上
を
経
た
ピ
ア
ノ
が
、
海
を
渡
っ
て
日
本
に

到
着
し
た
の
だ
ろ
う
。
物
に
は
殆
ど
執
着
が
な
い
信

時
だ
っ
た
が
、
こ
の
ピ
ア
ノ
は
か
な
り
気
に
入
っ
て

い
て
、
家
族
に
も
自
慢
し
て
た
。 

 歴
史
的
ピ
ア
ノ
の
修
復 

太
田
垣
氏
は
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
や
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ

の
修
復
・
製
作
が
ご
専
門
で
、
こ
れ
ま
で
に
浜
松
市

楽
器
博
物
館
の
楽
器
な
ど
を
修
復
、
管
理
さ
れ
て
い

る
。
修
復
前
の
ピ
ア
ノ
は
、
鍵
盤
や
ア
ク
シ
ョ
ン
の

動
き
が
鈍
く
、
鍵
盤
の
重
さ
は
通
常
の
二
倍
以
上
も

あ
り
、
快
適
な
演
奏
は
難
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
フ

ェ
ル
ト
部
品
、
皮
革
部
品
な
ど
に
酷
く
劣
化
が
見
ら

れ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
必
要
だ
っ

た
。
一
般
的
な
修
復
、
す
な
わ
ち
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽

器
が
、
も
っ
と
も
よ
い
音
を
出
す
た
め
の
修
復
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
作
曲
家
信
時
潔
の
遺
産
、
歴
史
的

資
料
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
状
態
を
残

す
か
、
注
意
深
く
検
討
さ
れ
た
。
旧
来
の
部
品
の
素

材
に
近
い
も
の
を
厳
選
し
て
使
用
す
る
た
め
、
フ
ェ

ル
ト
は
楽
器
修
復
家
Ｇ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
に
よ
る
百

パ
ー
セ
ン
ト
ピ
ュ
ア
ウ
ー
ル
、
皮
革
類
は
革
鞣
し
職

人
Ｐ
・
ケ
ン
ド
ル
バ
ッ
ヒ
ャ
ー
氏
に
よ
る
鹿
革
を
用

い
た
。
ま
た
、
ハ
ン
マ
ー
に
残
る
弦
の
跡
は
「
信
時

潔
の
痕
跡
」と
と
ら
え
、
削
ら
ず
に
残
し
た
と
い
う
。 

 リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン 

 

オ
ル
ガ
ン
は
、
ヤ
マ
ハ
製
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
。
潔

の
妻
ミ
イ
が
使
っ
て
い
た
。
ミ
イ
は
、
大
正
四
年
に

東
京
音
楽
学
校
甲
種
師
範
科
を
卒
業
後
、
熊
谷
女
学

校
の
教
師
を
し
て
い
た
が
、
信
時
が
留
学
か
ら
帰
っ

て
か
ら
結
婚
。
四
人
の
子
供
を
育
て
、
家
庭
を
切
り



盛
り
し
な
が
ら
、
潔
の
作
品
の
清
書
や
、
作
品
の
整

理
も
行
っ
た
。
今
回
の
修
復
は
、
幼
稚
舎
か
ら
大
学

ま
で
義
塾
で
学
ば
れ
、
近
年
は
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
の

修
復
、
復
興
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
伊
藤
信
夫
氏
が
担

当
さ
れ
た
。 

 

お
わ
り
に 

昨
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
、
信
時
潔
旧
蔵
ピ
ア
ノ

修
復
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
地
域
の
皆
様
、
横
浜

初
等
部
の
生
徒
、
保
護
者
、
関
係
教
職
員
の
皆
様
が
、

修
復
さ
れ
た
楽
器
に
よ
る
ゆ
か
り
の
曲
の
演
奏
を

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 

多
く
の
校
歌
の
中
で
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
は
、
完

成
度
の
高
い
歌
の
一
つ
だ
思
う
。
歌
詞
も
素
晴
ら
し

い
が
、
慶
應
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
合
唱
団

と
い
う
、
優
秀
な
歌
い
手
た
ち
を
得
て
、
作
曲
に
熱

が
入
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。 

こ
れ
か
ら
上
級
校
に
進
む
横
浜
初
等
部
の
生
徒

た
ち
が
、
い
つ
か
「
塾
歌
」
の
作
曲
者
の
名
前
と
、

初
等
部
の
音
楽
室
で
、
講
堂
で
、
接
し
た
ピ
ア
ノ
、

オ
ル
ガ
ン
と
つ
な
が
り
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。
そ
の
日
の
た
め
に
、
今
、
そ
っ

と
種
を
仕
込
ん
で
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
あ
る
。
そ

こ
に
介
在
す
る
の
は
、
幸
運
な
こ
と
に
音
楽
な
の
で

あ
る
。 


